
人を思い，人を笑顔に人を思い，人を笑顔に
西原小学校西原小学校 田崎中学校田崎中学校

第第5252号号
社会福祉法人 鹿屋市社会福祉協議会 広報誌社会福祉法人 鹿屋市社会福祉協議会 広報誌

令和３年４月28日令和３年４月28日　　発行発行

☆“☆“社協社協”とは社会福祉協議会の略称です。”とは社会福祉協議会の略称です。
☆『社協だより』は，社協会費や赤い羽根共同募金の配分金の一部により発行しております。☆『社協だより』は，社協会費や赤い羽根共同募金の配分金の一部により発行しております。

【今月の表紙】
　市内の小中学校で実施している福祉体験出前講座の風景です。鹿屋市社協では，福祉教育やボランティ
ア活動を推進しており，地域・学校・企業関係を対象に無料でボランティア体験学習などの出前講座等
を行っています。講座を希望される方は，お気軽にお申込みください。



令和３年度　鹿屋市社会福祉協議会　事業計画

令和３年度　鹿屋市社会福祉協議会　収支予算

【総務部門】
（１）会務の運営並びに連絡・協調
（２）定款その他諸規程等の制定，改廃
（３）組織の改編と事務・事業推進体制の見直し
（４）財政基盤・財務規律の強化
（５）広報・啓発活動の充実強化
（６）会員制度の周知と加入促進
（７）社会福祉功労者等の表彰 
（８）職員の確保と育成
（９）労働諸法令に基づいた労務管理，健康管理等

（10）経営の透明性の確保と情報公開
（11）役職員の研修
（12）地域における公益的な取り組みの実施
（13）福祉人材等の育成
（14）社会福祉施設の管理運営等
（15）介護サービス事業の経営
（16） 権利擁護推進センターの円滑な運営と高齢者等

　の権利擁護
（17）障がい者基幹相談支援センター事業の実施

【地域福祉部門】
（１）地域福祉活動の推進
（２）生活支援・介護予防体制の充実・強化
（３）総合相談事業の実施
（４）福祉教育やボランティア活動の推進
（５）地域福祉活動計画の進行管理及び評価
（６）災害救援活動
（７）障がい者の社会参加と自立支援の促進

（８）子育て支援事業の推進
（９）広報啓発活動等の充実
（10）低所得世帯等の福祉の増進
（11）各種イベントの開催
（12）共同募金・歳末たすけあい募金配分金事業
（13）福祉団体等の育成援助
（14） 共同募金運動，日本赤十字社会員増強運動への協力

２　事業計画　

１　 社会福祉協議会の事業・組織・財政の基盤強化と広
報・啓発活動の充実強化

２　地域福祉活動の推進
３　 権利擁護推進センターの円滑な運営と高齢者等の権
利擁護

４　 障がい者基幹相談支援センターの相談支援体制の整
備と関係機関との連携強化

５　市指定管理施設の適正な管理運営と利用促進
６　【新】介護保険事業の新規運営体制への移行準備
７　【新】災害救援活動の支援体制の構築

１　重点目標　

当初予算額　４億６,455万５千円

助成金支出
10,121千円（2.2%）

負担金支出
22,400千円（4.8%）

固定資産取得支出
100千円（0.0%）

予備費
1,000千円（0.2%）
当期末支払資金残高
46,414千円（10.0%）

その他の活動による支出
5,081千円（1.1%）

事務費支出
34,231千円（7.4%）

貸付事業支出
300千円（0.1%）

人件費支出
268,141千円
（57.7%）

支　出
464,555千円

事業費支出
76,767千円
（16.5%）

会費収入
6,876千円（1.5%）
寄附金収入
3,961千円（0.8%）

事業収入
10,867千円（2.3%） 貸付事業収入

302千円（0.1%）

障害福祉サービス等
事業収入
26,412千円（5.7%）

受取利息配当金収入
100千円（0.0%）

その他の収入
23,611千円（5.1%）

経常経費
補助金収入
94,219千円
（20.3%）

受託金収入
154,104千円
（33.2%）

介護保険
事業収入
86,239千円
（18.5%）

収　入
464,555千円

前期末支払
資金残高
57,864千円
　（12.5%）
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鹿屋市社会福祉協議会　組織図

◎一般相談は，電話相談も可能です。　☎ 44－ 2277
◎法律相談（1件 30分），終活相談（１件 60分）は予約が必要ですので，事前にお電話でご予約ください。
◎法律相談は，鹿屋市民の方を対象としております。
◎リナシティかのや２階の福祉プラザで実施しております。
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　地域福祉協議会とは，町内会（自治会）などの区域において，地域の問題を「他人事」ではなく「我が事」

としてとらえ，その問題を住民同士で互いに支え合って解決に結び付けるための，自主的な地域福祉活動

について協議検討する場です。地域の問題を把握するためには，住宅地図を拡大して，そのなかに住民相

互の関わり合いや地域の社会資源を書き込む「支え合いマップ」も有効です。

　住民の福祉ニーズが多様化・複雑化しているなかで，単独の相談機関では十分に対応することのできな

い問題について，月に 1回 11か所の相談機関が集まり事例を検討する「相談支援包括化推進会議」を開

催しています。相談者個人の悩みを世帯全体の問題として捉えて，相談機関が連携しながらチームによる

アプローチを行っています。

【会議を構成する相談機関】

①地域包括支援センター

②障がい者基幹支援センター

③生活困窮者自立相談支援機関

④児童家庭支援センターつながり

⑤法テラス鹿屋

⑥民生委員・児童委員

⑦市子育て支援課

⑧市学校教育課

⑨市健康増進課

⑩市福祉政策課

⑪社会福祉協議会

其の１

地域共生に関する研修会地域共生に関する研修会 支え合いマップづくり支え合いマップづくり

地域共生社会の実現に向けての取り組みをご紹介します！

事例検討中事例検討中

鹿屋市社会福祉協議会では，「地域共生社会」の実現に向けた活動に取り組んでいます。

　地域共生社会とは，子ども・高齢者・障がい者など誰もが住みなれた地域で，生きがいをもって暮らし，

共に支え合う社会のことをいいます。地域の中で，支え手側と受け手側に分かれることなく，地域のすべて

の住民が役割を持ち支え合いながら，保健・福祉などの関係機関と協働して，助け合いながら暮らす
ことのできる社会の仕組みを構築していくことを目指しています。

其の２
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本
会
の
特
別
会
員
・
団
体
会
員
と
し
て
ご
支

援
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
会
費
は
、
本
会
が

実
施
す
る
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
の
各
種
事

業
に
有
効
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
令
和
３
年
３
月
31
日
現
在
）
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鹿児島相互信用金庫

福留トモ子
手作りマスク

障害者支援施設 ゆらり社会福祉法人 以和貴会

　

鹿
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
て
、

寄
附
金
・
寄
贈
品
、
共
同
募
金
、
災
害

義
援
金
等
を
お
届
け
い
た
だ
き
ま
し

た
。
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

（
令
和
２
年
12
月
21
日
か
ら
令
和
３
年

３
月
31
日
ま
で
の
受
付
分
）   
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鹿
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小
学
校

　

・
鹿
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島
県
立　

鹿
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農
業
高
等
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・
損
保
保
険
ジ
ャ
パ
ン

　
　
　

鹿
児
島
支
店
鹿
屋
支
社

　

・
鹿
屋
大
手
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局

　

・
税
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士
法
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風
呂
井
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・
笠
之
原
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る
会

　

・
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ス
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鹿
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屋
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所

　

・
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ー

　

・
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・
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法
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・ 
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手
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21
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皆さまの善意のご紹介 ～あたたかいご支援とご協力に感謝～

新規採用職員の紹介
地域福祉課主事 趣味・特技

曽
そはら

原　真
ま い こ

維子 バンド，吹奏楽

ひとこと

　社協は 8年目となりますが，
この度正規職員となりました。
よろしくお願いします。

地域福祉課主事 趣味・特技

橋
はしぐち

口　誉
よし き

己 野球

ひとこと

　新社会人として謙虚な気持ち
で精一杯頑張ります。よろしく
お願いします。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

社
協
だ
よ
り
第
51
号
（
令
和
３
年
1
月
13

日
発
行
）
十
頁
「
皆
さ
ま
の
善
意
を
ご
紹
介
」

中
、「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」
に
記
載
間
違

い
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

左
記
の
と
お
り
訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

誤
・
更
生
保
護
女
性
会

　
　
　
　
　
　

１
万
９
千
４
６
６
円

　
　

・
串
良
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
万
円

⬆

　

正
・
更
生
保
護
女
性
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
万
円

　
　

・
串
良
小
学
校

　
　
　
　
　
　

１
万
９
千
４
６
６
円
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鹿
屋
市
社
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福
祉
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会
で
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皆
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方
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せ
ら
れ

た
善
意
を
市
民
の
皆
様
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
大
切
に
使
わ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
紙
へ
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
ご
本
人
様
の
承
諾

を
頂
い
た
方
の
み
と
し
て
お
り
ま
す
。

香
典
返
し
寄
附
金
受
付
名
簿
令
和
二
年
十
二
月
二
十
一
日
〜
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日　

一
四
六
件　

一
，二
一
九
，〇
〇
〇
円（
う
ち
匿
名
希
望　

二
七
件　

一
六
九
，〇
〇
〇
円
）（
上
段
・
寄
附
者
名　

下
段
・
故
人
名　

敬
称
略
）

鹿
屋
地
区

柿

内
　

忍

柿

内

聖

美

有　

村　

タ
エ
子

有

村

勝

義

田

中

和

春

田　

中　

ハ
ル
エ

追

立

晋

也

追

立

エ

キ

江

口

哲

郎

江　

口　

ヲ
ト
ラ

神
之
園　

龍　

一

神
之
園　

ト
シ
子

吾
平
地
区

中　

村　

ト
ヨ
子

中

村

智

敏

内
野
　々

ミ
ナ
子

内
野
　々

茂　

美

弓

削

静

江

弓　

削　

早
矢
人

福

冨

慎

一

福　

冨　

ツ
ヤ
子

鎌

田

康

徳

鎌

田
　

力

平

野

輝

美

平

野
　

伸

園

田

孝

志

園　

田　

ク
ニ
エ

棡

葉

正

春

棡

葉

チ

エ

坂　

元　

恵
美
子

木

下

利

美

塚

本
　

勇

塚　

本　

キ
ク
ヱ

徳

丸
　

浩

徳

丸

達

雄

有

村

由

美

宇
佐
美　

ツ
ル
ノ

田　

中　

キ
ヨ
子

田

中
　

諭

堂　

園　

イ
ツ
子

堂

園

定

夫

平

山

武

文

平

山

ト

ミ

園　

田　

み
ゑ
子

園

田

重

昭

園

田

俊

一

園

田

ふ

み

岡　

元　

美
奈
子

福

留

ミ

ヨ

輝
北
地
区

内

村

貞

美

内

村

俊

子

福

元

哲

朗

福

元

守

衛

土

屋

良

博

土　

屋　

実
和
子

宮　

内　

き
み
子

髙　

田　

キ
ク
ノ

齊　

藤　

キ
ヨ
子

齊

藤

英

雄

西

原
　

勉

西

原

幸

男

中

野

哲

廣

中　

野　

サ
ザ
エ

内

村
　

智

内

村

貞

美

鮫

島

辰

雄

鮫

島

蓉

子

有

島

朝

子

有

島
　

縋

福　

原　

カ
ズ
子

福

原

清

則

山　

下　

ヨ
シ
エ

山

下

三

夫

鬼

塚

脇

正

鬼
塚
脇　

ゆ
か
り

重

吉

憲

造

重

吉

政

子

福

永

浩

司

福

永

節

夫

矢　

野　

ユ
リ
子

矢

野

皆

男

村

山

一

男

村　

山　

サ
チ
子

下
仮
屋　
　
　

誠

下
仮
屋　

静　

子

木

場
　

茂

木　

塲　

ハ
ナ
ヱ

日

髙

広

文

日

髙
　

等

泊
　

輝

男

泊　
　
　

ミ
チ
エ

山

田

弘

保

末　

吉　

ス
エ
子

藤

﨑

隆

資

藤

﨑

淳

子

串
良
地
区
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広告コーナー

編集・発行／社会福祉法人　鹿屋市社会福祉協議会　鹿屋市大手町 1番 1号　TEL0994-44-2951

　緊急小口資金，総合支援資金（初回貸付，延
長貸付，再貸付）の特例貸付については，令和
３年３月末日までとしていた申請の受付期間に
ついて，令和３年６月末日まで延長されました。
　ただし，総合支援資金の延長貸付については，
令和３年３月末日までに総合支援資金の初回貸
付を申請した世帯のみ対象とします。詳しくは，
社協地域福祉課（℡44-2277）までお問い合
せください。

　日本赤十字社は，「苦しんでいる人を救いた
い」という理念のもと，災害時に被災された
方々に対しての医療救護やこころのケア，救
援物資配分などの
様々な人道支援活動
を行っています。赤
十字の活動を支えて
いるのは，皆様から
寄せられる活動資金
です。皆様のご協力
をよろしくお願いい
たします。

　令和２年度に火災・水害で被災された方々
に下記の救援物資をお届けしました。
【 世 帯 人 員 】　142世帯　267名
【救援物資内容】　毛布・タオルケット・ブ
ルーシート・懐中電灯・ラジオ・絆創膏など

５月は「赤十字運動月間」です。

特例貸付受付期間延長のお知らせ !! 日本赤十字社の活動
資金にご協力ください! !
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